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研究成果の概要（和文）： 
定年退職前後の精神的健康およびストレス対処能力の変化を明らかにすることを目的とし、

定年退職前後およそ 2 年半にわたり、4 回の縦断調査を実施した。調査内容は抑うつ度を反映
する SDS、ストレス対処能力を反映する SOC などについてである。 

その結果、定年退職後 1 年では、抑うつ度は有意に改善し、ストレス対処能力は有意に上昇
していたが、退職後 2 年では、退職後 1 年に比べ抑うつ度は有意に悪化し、ストレス対処能力
は有意差はないものの低下していた。また、抑うつ状態のリスク要因を明らかにするため、第
2～4 回調査それぞれの時点で多重ロジスティック解析を行った結果、SOC が一番のリスク要
因となっていた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
【Purpose】To investigate change of psychological health and stress-coping ability among 

retirees from local government office in Japan.   
【Method】We distributed questionnaire includes depression scale(SDS) and sense of 

coherence(SOC) etc. to retirees.  
【Result】After 1year from retirement, psychological health was significantly improved, 

and stress-coping ability got strong. But after 2years from retirement, psychological health 
got worse and stress-coping ability got weak. SOC was the strongest risk factor for 
depression after retirement.  
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１．研究開始当初の背景 

平成 19年以降、第 2次ベビーブーム世代、
いわゆる団塊世代（昭和 22～24 年生まれ）
が集団で定年退職を迎えている。社会的には
高度な技術を持った労働者が急激に少なく
なることに伴う経済損失が懸念される一方
で、退職者にとっては長い間束縛されていた
仕事中心の生活から開放され、今後どのよう
に時間を有効活用していくかを考えること
が求められる。実際、定年退職は重要なライ
フイベントであり強いストレス強度を持つ
とされており、「定年退職」というライフイ
ベントが、労働者の健康に影響を及ぼすこと
が知られている。以前から定年退職を迎える
労働者の心理状態に関する研究は欧米を中
心に行われている。実際に「荷おろしうつ病」
に代表されるような定年退職後にメンタル
へルス不全に陥るケースも少なくない。この
ため定年退職を控える世代におけるメンタ
ルヘルス対策は非常に重要であると考えら
れる。 

うつ病を初めとするメンタルへルス不全
の発症のメカニズムについては、NIOSH が
提唱する職業性ストレスモデルがよく知ら
れる。これは、仕事上のストレスが、ライフ
イベントや個人のストレス対処能力等によ
り修飾され、ストレス反応として出現すると
いうものである。このメカニズムを踏まえた
先行研究で、労働者に特有の職業性ストレス
やストレス対処能力について明らかにされ
ているが、定年退職を直前に控えた労働者の
職業性ストレス、ストレス対処能力およびそ
れらが精神的健康度に与える影響に関して
言及した実証的研究は非常に少ない。 
 
２．研究の目的 
 団塊世代の定年退職と精神的健康との関
連について明らかにすることを研究の目的
とした 
 
３．研究の方法 
 東京都の某地方公共団体において平成 21
年 3 月で定年退職を迎えた地方公務員 1,351
名に対し、平成 20 年 10 月、平成 21 年 6 月、
平成 22 年 6月、平成 23年 7 月の 4回にわた
り縦断調査を行った。各調査回において、質
問紙に回答を求めた。調査内容は職員の基本
属性、定年退職後の再就職の有無とその理由
に関する質問項目、職業性ストレス簡易尺度
(BSJS)、Zung 自己評価式抑うつ尺度(SDS)、
首尾一貫感覚(Sense of Coherence: SOC)な
どについてである。 
 
４．研究成果 
 (1)団塊世代における定年退職直前のスト
レス特性について 

 
第 1 回調査のデータを用いた。回収数は

713 名（回収率 52.7%）であり、質問項目に
欠損値のない 552 名を解析対象とした。性別
は男性 447 名（81.0%）、女性 105 名（19.0%）
であった。対象者の平均年齢は 59.5±0.7 歳
であり、男性は 59.5±0.7 歳、女性は 59.4±
0.8 歳で有意な差を認めなかった。 
①SOC 得点、SDS 得点、BSJS 得点 
定年退職を控える労働者のSOC得点、SDS

得点、BSJS 下位項目得点を表 1 に示す。SOC
平均得点は 132.8±18.8 点であった。SDS 平
均得点は 29.3±7.2 点であった。BSJS 各下
位項目は、「量的負荷」が 2.1±0.7 点、「質的
負荷」が 1.9±0.6 点、「対人関係の困難」が
1.8±0.6 点、「達成感」が 2.7±0.7 点、「裁量
度」が 2.5±0.7 点、「同僚上司のサポート」
が 2.6±0.6 点であった。これらのうち、SDS
得点および BSJS 下位項目のうち「対人関係
の困難」「達成感」において男女間で有意な
差を認め、各項目において女性の得点が高か
った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②SDS 得点と SOC 得点、BSJS 下位項目

得点との相関 
SDS 得点と、SOC 得点、BSJS 下位項目

との関連を検討する目的で、Pearson の相関
係数を求めた。結果を表 2 に示す。 
相関係数（r 値）は、SOC 得点が-0.588 と

負の相関を認めた。BSJS 下位項目では、ス
トレス増強要因である「量的負荷」が 0.237、
「質的負荷」が 0.324、「対人関係の困難」が
0.334 と正の相関を認め、ストレス緩和要因
である「達成感」が-0.222、「裁量度」が-0.109、
「対人関係の困難」が-0.224 と負の相関を認
めた。 

 
 
 
 
 
 
 

表1.  SOC得点，SDS得点およびBSJS 下位項目得点

男性（n=447） 女性（n=105）

SOC(平均値±標準偏差) 132.8 ± 18.8 132.4 ± 18.9 134.4 ± 18.7

SDS(平均値±標準偏差) 29.3 ± 7.2 29.0 ±7.1 30.6 ± 7.3 <0.05

量的負荷 2.1 ± 0.7 2.1 ± 0.7 2.3 ± 0.7

質的負荷 1.9 ± 0.6 1.9 ± 0.6 1.9 ± 0.7

対人関係の困難 1.8 ± 0.6 1.7 ± 0.6 1.9 ± 0.7 <0.05

達成感 2.7 ± 0.7 2.7 ± 0.7 2.9 ± 0.7 <0.05

裁量度 2.5 ± 0.7 2.5 ± 0.7 2.6 ± 0.7

同僚上司の支援 2.6 ± 0.6 2.6 ± 0.6 2.6 ± 0.6

全体（n=552）
性別

BSJS下位項目
(平均値±標準偏差)

p 値(t検定)



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③SDS 得点を目的変数、SOC 得点、BSJS

の下位項目得点を独立変数とした重回帰分
析 

結果を表 2 に示す。重回帰分析の結果 SDS
得点と有意な関連を認めたのは、SOC 得点
（β=-0.527）、BSJS 下位項目のうち「質的負
荷」（β=0.196）、「対人関係の困難」（β=0.088）、
そして性別（β=0.098）であった。これら 4
変数による重相関係数（R）は 0.642、決定
係数（R2）は 0.412 と比較的高い値を示した。 

 
(2)定年退職前後の精神的健康度、ストレ

ス対処能力の変化と抑うつ状態へのリスク
要因について 

 
第 1 回調査で質問紙を配布した 1,351 名の

うち、713 名から回答があった（回答率
52.7%）。第 2 回調査では、質問紙に連絡先の
記入があった 689 名に質問紙を郵送し、回答
数は 527 名であった(回答率 76.5%)。第 3 回
調査以降は直前の調査で回答のあった人全
員に質問紙を郵送し、第 3 回調査では質問紙
を郵送した527名のうち355名から回答があ
り(回答率 67.2%)、第 4 回調査では質問紙を
郵送した355名のうち249名から回答があっ
た(回答率 70.1%)。 

 
①基本属性 
解析対象とした 146 名の性別の内訳は、男

性が 119 名(81.5%)、女性が 27 名(18.5%)で
あった。第 1 回調査時の平均年齢は男性が
59.6±0.6 歳、女性が 59.2±0.5 歳であった。 

 
②精神的健康度とストレス対処能力の変

化（表 3） 
各調査回での SDS 得点の平均値は、第 1

回調査では 28.3±6.4 点、第 2 回調査では
27.0±6.3 点、第 3 回調査では 26.9±5.6 点、
第4回調査では27.7±6.6点であった。また、

調査回数による効果が認められた。Tukey b
を用いた多重比較によれば、第 1 回調査と第
2 回調査の間、第 1 回調査と第 3 回調査の間
に有意差があり、定年退職後 2 ヶ月、定年退
職後 1 年は、定年退職前 6 ヶ月の時点と比較
して抑うつ度が改善していた。 
各調査回での SOC 得点の平均値は、第 1

回調査では 135.6±1.7 点、第 2 回調査では
137.7±1.8 点、第 3 回調査では 138.9±1.8
点、第 4 回調査では 137.6±1.8 点であった。
また、調査回数による効果が認められた。
Tukey b を用いた多重比較によれば、第 1 回
調査と第 2 回調査の間、第 1 回調査と第 3 回
調査の間に有意差があり、定年退職後 2ヶ月、
定年退職後 1 年は、定年退職前 6 ヶ月の時点
と比較してストレス対処能力が上昇してい
た。 

 
表 3 

 
 ③抑うつ状態のリスク要因について 
 各時点での軽度抑うつ状態（SDS 得点 40 点
以上）者は、それぞれ第 1回：8 名、第 2 回：
7名、第 3回：6名、第 4回：10 名であった。
定年退職後の第 2-4 回の 3時点で、それぞれ
抑うつ状態のリスク要因は多重ロジスティ
ック解析の結果、SOC がオッズ比で  
 ・定年退職 3ヶ月後：0.92  
 ・定年退職 1年後：0.95  
 ・定年退職 2年 4ヶ月後：0.97 
とそれぞれのリスク要因となっていた。再就
職の有無、現在の経済状態は、それぞれ有意
な関連が見られなかった。  
 
 (3)まとめ 
 
 年退職はストレスイベントとして注目さ
れ、これまで定年退職を迎えた労働者の精神
的健康に関する研究は欧米を中心に行われ
ているが、研究によって結果は異なり、我が
国でも実証的研究は少ない。本知見では、定
年退職自体が精神的健康に必ずしも悪い影
響を及ぼすわけではないということが示唆
された。また、首尾一貫感覚は精神的健康と
密接に関連することが知られているが、本知
見では定年退職を迎えた労働者においても、
精神的健康度の維持に首尾一貫感覚が関連
している可能性が示唆された。さらに、定年

R2 β r

SDS 得点 0.412

性別 0.098 -

SOC -0.527 -0.588

量的負荷 - 0.237

質的負荷 0.196 0.324

対人関係の困難 0.088 0.334

達成感 - -0.222

裁量度 - -0.109

同僚上司の支援 - -0.224

注 1) β : 標準化偏回帰係数, r : ピアソンの相関係数
2) *p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001

表2. SDS得点を目的変数、SOC得点、BSJS下位項目得点を独立変数とした重回帰分析(Stepwise法)

従属変数 独立変数
N = 552

***

***

**

**

***

***

***

***

***

*

***



退職後の抑うつには、これまで考えられてき
た経済状態や雇用環境ではなく、SOC が密接
に関連していることが示唆された。本研究は
地方公務員のみを対象としており、一概に労
働者全体にまで本結果をあてはめることは
できないが、これらの結果が広く社会に還元
されることで、団塊世代をはじめとした今後
定年退職を迎える世代に対するメンタルへ
ルス対策の一助となると考えられた。 
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